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老人保健事業についての高齢者の認知度に関連する社会的要因
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柴田 博 奥山 正司

　本研究では，高齢者における老人保健事業の認知度に関連する社会的要因の解明を目的として，都市部と

郡部の2地域での調査を行った。都市部として練馬区を，郡部として宮城県鹿島台町を選択し，両地域の60

歳以上の住民計1,200人を対象に面接調査を実施して，856人から必要な情報をえた。社会的要因としては，

自治体と高齢者との間の情報媒体の機能を有するであろう，高齢者の社会関係に着目し，その指標として，

同居者の有無，別居子との交流の有無，親族との交流の有無，近隣との交流の有無，友人との交流の有無，

地域組織への参加の有無を用いた。分析の結果，1) 鹿島台町の高齢者の方が練馬区より認知度が高いこと，

2) 近隣との交流の有無および地域組織への参加の有無が，老人保健事業の認知度と有意に関連しているこ

と，3) 以上の関連の強さは，練馬区と鹿島台町との間では有意な差がみられないことが明らかとなった。
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